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設問１ 以下の文章を読み、問題 1～3に日本語で答えなさい。 

言葉を尽くしても、その思いがなかなか伝わらない。という一方で、伝えようとしなくとも、

結果として伝わってしまうこともある。この伝えようとして伝わらない、伝えようとしなくとも

伝わってしまう、という二つの事態はどのようにして生じているのか。 

このことを意識しはじめたのは、テニスのボールを打ちあう乱打と呼ばれる練習でのことであ

った。相手のコートから飛んでくるボールを懸命に追いかけ、それをただ打ち返す。うまく返せ

ればいいのだけれど、ラケットの面が馴染むまで少し時間もかかる。「あれっ、ちょっと調子でな

いぞ……」などと思いながらも、しばらくするとラリーもつづくようになり、楽しくなってくる

のだ。こうした状態になると、自らの調子だけでなく、相手の調子や気持ちまでも伝わってくる。

「なかなか素直なんじゃないの……」とか、「ちょっとイラついてるのかな……」とか。ただボー

ルを打ちあうだけなのに、どうしてなのかと思う。相手から飛んでくるボールの物理的なスピー

ドを測定しても、そうした情報は得られない。 

会話の中で、何気なく言葉を交わすというのも、このテニスの乱打に近い感覚だろうか。その

やりとりを介して、相手の性格や気持ちもなんとなく伝わってくる。あるいは町の雑踏のなかで、

すれちがいざまに感じることでもある。ちょっとした相手の配慮に、その優しさや人柄までも伝

わってくるのだ。テニスボールを打ち合う、何気ない言葉を交わす、雑踏ですれちがう。こうし

た場面では、ふつう相手との〈対峙しあう関係〉を想定しやすい。けれども、一緒にボールのス

ピードを調整しあう点では、ボールにたいしては二人は並んでいる。その会話の場やすれ違い場

面に対しても、お互いは並んでいるといえるだろう。この〈並ぶ関係〉におけるコミュニケーシ

ョンの様相（１）について考えてみよう。（中略） 

  春の日差しのなかを、誰かと一緒に公園などを散歩する状況を考えよう。なにを話すわけでも

なければ、なにか目的があるわけでもない。一緒に木々を眺めながら、柔らかくなった日差しや

風を感じている。そうしてしばらく歩いていると、いつの間にかお互いの歩調もあってくる。ど

ちらに進むのか、どこに向かおうとするのか。そこに言葉はないけれど、相手の気持ちはなんと

なく伝わってくる。こちらの気持ちも伝わっているように思える。こうした場面では、お互いは

〈対峙しあう〉というより、むしろ〈並んだ関係にある〉といえるだろう。ここでのコミュニケ

ーションはどのようなものなのか。公園の木々をめいめいに眺め、それぞれが春の日差しや風を

感じているだけではない。相手の視線や身体の向きに気を配りながら、その木々をどのようなも

のとして感じているのか、どちらに進もうとしているのかを探ろうとする。このとき、あまり意

識することはないけれど、自らも木々に目をやりながら、ときには相手の視線の先を追いかけて

いる。なにをしているのかといえば、相手の視線に、自らの視線を重ねているのだ。この交互に

目線をおくる仕草は「ゲイズ・オルタネーション（gaze alternation）」とか、「社会的参照（social 

referencing）」と呼ばれている。相手はどこに進もうとするのか、その視線の先にある対象（＝

木々や春の日差し、風など）をどのようなものと感じているのか、これらを正確に把握するのは 
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容易ではない。そこで交わす言葉もなく、手がかりも限られたものなのだ。「じゃ、どうしている

の？」といえば、まさに「自分の身体に聞いてみる」という方略をとっている。これは「社会的

参照」に対して、「自己参照（self referencing）」（2）と呼ばれるものである。自らの身体が感じて

いることを手がかりに、相手の気持ちを探ろうとする。あるいは「心の理論」と呼ばれるような、

自分の思考の様式を当てはめながら、相手の考えを探ろうとする。このとき相手の視線に自らの

視線を重ねるように、相手の振る舞いに自分の身体を思わず重ねていることに注意したい。幼児

のヨタヨタとおぼつかない振る舞いを目で追いかけてしまう。いまにも倒れそうな姿に思わず手

を差し伸べてしまう。そこに自分の身体を重ねてしまう、いわゆる「なり込み」と呼ばれる事態

である。   

これは普段の会話のなかでも経験する。「えーと、どうなんだろう。趣味っていわれても……」

という熟考モードに対して、「えっ？ いま、なにを考えようとしているの……」と、相手の視線

や自らの思考プロセスを手がかりに、相手の思考内容について思い巡らすことも多い。これは身

体レベルでの「なり込み」というより、「心の理論」のような認知レベルでの他者理解のモードだ

ろうか。この身体レベルでの「なり込み」による他者理解と「心の理論」に基づくような他者理

解との境界はまだ曖昧なのだけれど、いずれも自分に置き換えて解釈しようとする、「自己参照」

という点では共通したものなのだ。 先の「公園のなかを一緒に歩く」という場面では、もうすこ

し複雑なことをしている。幼児のヨタヨタした姿に対する一方的な「なり込み」とはちがい、双

方で相手の気持ちを探りあう。「相手はきっとこんな風に感じているのではないか」ということを、

自らの身体を手がかりにして考える。と同時に、相手も自らの身体で感じていることを手がかり

に、こちらの気持ちを探ろうとする。この「相互のなり込み」（3）によって、お互いの身体の状態

も近づいていく。いつの間にか、歩調までもあってしまう。 こうした〈並ぶ関係〉でのコミュニ

ケーションは、公園のなかを一緒に歩くような場面に限られない。お母さんと子どもが一緒に絵

本を眺めながら、くつろいでいるとき、その絵本に対して二人は並んでいる。その絵をどのよう

なものと感じているか、時折、相手の視線の先を確認しながら、自分の感じていることを手がか

りに、お互いの気持ちを探りあう。この「相互のなりこみ」によってお互いの身体の状況も近づ

いていく、いつの間にか、歩調までもあってしまう。 

テニスボールを打ち合う場面でも同様だろう。ボールの物理的なスピードからは、相手の気持

ちを直接には探れそうにない。けれども、相手の状態に合わせようという気持ちはある。「これく

らいなら、相手はちゃんと返してくれるかな」と加減をしながらボールを打ち出してみる。この

ときも自らの力量を手掛かりに、相手の力量を推しはかろうとする。その探り合いの中で、相手

の気持ちも伝わってくるのだ。 

この部分は著作権の都合により公開いたしません 

（岡田美智男『弱いロボット』医学書院、2012年。（一部改変）） 
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問１ 下線部（１）、テニスを例にとって、〈対峙しあう関係〉と〈並ぶ関係〉の違

いについて、本文の内容を踏まえてそれぞれ２０文字以内で説明しなさい。 

 

＜対峙しあう関係＞ 

          

          

 

＜並ぶ関係＞ 

          

          

 

問２ 下線部（２）、「自己参照（self referencing）」とはどのようなことか、文

章中の言葉を用いて、100字以内で説明しなさい。 
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問 3 下線部（３）、「相互のなりこみ」とはどのような状態ですか。文章中の例を

用いて 200字以内で説明しなさい。 
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設問２ 以下の文章を読み、問題 1～５に日本語で答えなさい。 

Review question: We reviewed the evidence that examines whether physical fitness training is beneficial 

for health and function in people who have had a stroke. 

Background: Physical fitness is important to allow people to carry out everyday activities such as walking 

and climbing stairs. Physical fitness varies among everyone. For example, fitness in men tends to be a little 

higher than in women and everyone's fitness declines as we get older and if we become less physically 

active. In particular, in stroke survivors' physical fitness is often low. This may limit their ability to 

perform everyday activities and also worsen stroke‐related disability. For this reason, fitness training has 

been proposed as a beneficial approach for people with stroke. However, taking part in fitness training 

could have a range of other benefits important to people with stroke such as improving cognitive function 

(thinking skills), improving mood, and quality of life, and it could reduce the chance of having another 

stroke. 

Study characteristics: In July 2018, we identified 75 studies for inclusion in the review. The studies 

involved a total of 3617 participants at all stages of care including being in hospital or back living at home. 

Most of the people who took part were able to walk on their own. The studies tested different forms of 

fitness training; these included cardiorespiratory or 'endurance' training, resistance or 'strength' training, or 

mixed training, which is a combination of cardiorespiratory plus resistance training. 

Key results: We found that cardiorespiratory fitness training, particularly involving walking, can improve 

fitness, balance and walking after stroke. The improvements in cardiorespiratory fitness may reduce the 

chance of stroke hospitalisation by 7%. Mixed training improves walking ability and improves balance. 

Strength training may have a role in improving balance. So, overall it seems likely that people with stroke 

are likely to benefit the most from training that involves cardiorespiratory training and that involves some 

walking. However, there was not enough information to draw reliable conclusions about the impact of 

fitness training on other areas such as quality of life, mood, or cognitive function. Cognitive function is 

under‐investigated despite being a key outcome of interest for stroke survivors. There was no evidence that 

any of the different types of fitness training caused injuries or other health problems; exercise appears to be 

safe. We need more studies to examine the benefits that are most important to stroke survivors, in 

particular for those with more severe stroke who may be unable to walk. 

 

「この部分は著作権の都合により公開いたしません」 

 

出典：Saunders DH, et al. Physical fitness training for stroke patients. Cochrane Database Syst Rev. 

2020;3(3):CD003316 
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問題１ 本内容は何について調査したものか。日本語で答えなさい。 

 

 

 

 

 

問題２ 本調査ではどのような方が対象となっていたのか。日本語で答えなさい。 

 

 

 

 

 

問題３ 著者らは、筋力トレーニングは何の向上に寄与する可能性があると述べてい

るのか。日本語で答えなさい。 

 

 

 

 

 

問題４ 著者らは、調査の結果、どのような情報が不十分であったと述べているのか。

日本語で答えなさい。 

 

 

 

 

 

問題５ 著者らは、今後どういった研究が必要と述べているのか。日本語で答えなさ

い。 
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